
平成30年７月豪雨の概要

参考資料１

平成30年12月
平成30年７月豪雨による水害・土砂災害からの

避難に関するワーキンググループ

平成30年７月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について
（報告）【参考資料】



「平成30年7月豪雨」の気象概要
○ 台風第7号から変わった温帯低気圧が、７月５日には本州付近に停滞していた梅雨前線と一体化した。
○ 梅雨前線は、暖かく湿った空気が継続して流れ込んだ影響で、活動が非常に活発となった。
この状態が、7月5日頃から8日頃まで続いたため、西日本から東海地方を中心に記録的な大雨となった。

7月5日 7月6日 7月7日

7月5日9時 7月6日9時 7月7日9時
■天気図

■日降水量（解析雨量）

単位︓ミリ

7月8日

7月8日9時
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平成30年7月豪雨の雨量の状況
■6月28日から7月8日までの総降水量（アメダス）と
その期間での降水量平年比 ■6月28日から7月8日までに観測された最大48時間雨量（アメダス）

■6月28日から7月8日までに観測された最大72時間雨量（アメダス）

■全国のアメダス地点（比較可能な966地点）で観測された降水量の総和
（1982年1月上旬から2018年7月上旬における各旬の値の度数分布）

観測史上１位を更新した地点数︓125地点
７月としての１位を更新した地点数︓239地点

観測史上１位を更新した地点数︓123地点
７月としての１位を更新した地点数︓264地点降水量の総和（mm）

回数
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平成30年７月豪雨による被害状況
○前線や台風第７号の影響により、西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨となり、１府10県に特別警報が発表
されるとともに、各地で河川の氾濫や土砂災害が相次ぎ、１府13県で200名を超える死者・行方不明者が発生す
るなど甚大な被害が発生。

○電気、水道等のライフラインの被害のほか、道路、鉄道等の交通インフラにも甚大な被害が発生。

・人的被害（11/6時点）
死者224名、行方不明者8名

・家屋被害（11/6時点）
全壊6,758棟、床上浸水8,567棟

・避難所避難者数
最大 約4.2万人（7/7時点）
⇒11/5時点で119人

・電力
最大 約8万戸停電（7/7時点）
⇒ 7/13復旧※２

・上水道
総断水戸数 263,593戸
⇒ 岡山県内：7/26断水解消※３

広島県内：8/9断水解消※３

愛媛県内：8/13断水解消※３

・鉄道
最大 32事業者115路線運転休止 （7/7 5:00時点）

⇒ 10/9時点で4事業者6路線運休中

・高速道路
最大 17路線19区間被災による通行止め
（7/8 5:00時点）

⇒9/27までに全ての通行止め解除

被害状況等※１
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浸水被害
（岡山県倉敷市真備町）

鉄道の被害
（広島県東広島市 ＪＲ山陽線）

道路の被害
（広島県安芸郡坂町 広島呉道路）

浄水場の被害
（愛媛県宇和島市 吉田浄水場）

※１平成30年7月豪雨による被害状況等について（内閣府）、平成30年７月豪雨及び台風第12号による被害状況及び消防機関等の対応状況（消防庁）資料、平成３０年台風第７号及び前線等によ
る被害状況等について（国土交通省）、平成30年７月豪雨に係る初動対応検証チーム（第2回）資料より作成

※２住民が居住する地域
※３豪雨により大きな被害が発生し、住民が避難している地域で、地域の復興に合わせて水道も復旧・整備する予定の地域（愛媛県松山市10戸、西予市32戸）を除く。



平成30年７月豪雨による被害の特徴
○平成30年７月豪雨は、近年、発生した水害・土砂災害としては、死者・行方不明者数が極めて多いことが特徴
（一つの災害で死者・行方不明者が200人を超えたのは「昭和57年７月豪雨と台風10号」※以来となる。）。

主な水害・土砂災害（死者及び行方不明者数）

枕崎台風(S20)：3,756人

伊勢湾台風(S34)：5,098人

カスリーン台風(S22)：1,930人
洞爺丸台風(S29)：1,761人

狩野川台風(S33)：1,269人

諫早台風(S32)：722人

（昭和20
年）

（昭和25
年）

（昭和30
年）

（昭和35
年）

（昭和40
年）

（昭和45
年）

（昭和50
年）

（昭和55
年）

（昭和60
年）

（平成2年） （平成7年） （平成12
年）

（平成17
年）

（平成22
年）

（平成27
年）

昭和47年7月豪雨(S47)
447人

昭和57年7月豪雨と台風10号（S57）
439人

平成30年
7月豪雨
（H30）
232人

死者及び
行方不明者数

前線、台風17、18、19号(H3)
86人 台風23号、前線(H16)

98人

台風15号(H23)：20人

台風12号(H23)：98人

平成24年7月九州北部豪雨(H24)
33人

平成26年8月豪雨(H26)
91人

平成27年9月関東・
東北豪雨(H27)

14人

平成29年7月
九州北部豪雨（H29）

43人

台風第7号、第11号、
第9号、第10号及び
前線による大雨・暴

雨（H28）
29人

昭和58年7月豪雨(S57)
117人

台風26号(H25)：43人

台風7、11号(H5)
93人
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人的被害(死者・行方不明者)の状況【愛媛県】人的被害(死者・行方不明者)の状況【広島県】

人的被害(死者・行方不明者)の状況【全国】

平成30年７月豪雨による人的被害の状況

死者数 109人

行方不明者数 5人

広島県

死者数 61人

行方不明者数 3人

岡山県

死者数 29人

愛媛県

死者数 23人

行方不明者数 2人

広島市

死者数 25人

呉市

行政区 死者 行方
不明者

(人) (人)
広島市 23 2
呉市 25 0
竹原市 4 0
三原市 8 0
尾道市 2 0
福山市 2 0
府中市 2 0
東広島市 12 1
安芸高田
市 2 1
海田町 1 0
熊野町 12 0
坂町 16 1
合計 109 5

死者数 6人

西予市

死者数 12人
宇和島市

行政区 死者 行方
不明者

(人) (人)
岐阜県 1 0
滋賀県 1 0
京都府 5 0
兵庫県 2 0
奈良県 1 0
岡山県 61 3
広島県 109 5
山口県 3 0
愛媛県 29 0
高知県 3 0
福岡県 4 0
佐賀県 2 0
宮崎県 1 0
鹿児島県 2 0
合計 224 8

行政区 死者 行方
不明者

(人) (人)
松山市 4 0
今治市 2 0
宇和島市 12 0
大洲市 4 0
西予市 6 0
鬼北町 1 0
合計 29 0

5※消防庁HP公表資料「平成30年7月豪雨及び台風第12号による被害状況及び消防機関等の対応状況（第58報）（平成30年11月6日10:00現在）」をもとに内閣府にて作成
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平成30年７月豪雨による人的被害の特徴

３県の原因別死者数 ３県の年齢別死者数

○被害の大きかった愛媛県、岡山県、広島県での原因別死者数をみると、広島県では土砂災害による死
者数が、岡山県では水害による死者数の占める割合が多かった。
○上記３県の死者数のうち、60代以上の割合が約７割であった。

人人

３県からの提供データをもとに内閣府にて作成 6
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平成30年7月豪雨による堤防の決壊等の状況

●決壊箇所一覧

計37箇所

No 整備局 水　系 河　川 市町村 箇所数

ア 中国 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

倉敷市
くらしきし

1

イ 中国 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

倉敷市
くらしきし

1

No 県 水　系 河　川 市町村 箇所数

1 島根 江
ごう

の川
かわ

八戸
やと

川
がわ

江津市
ごうつし

1

2 岡山 旭川
あさひがわ

旭川
あさひがわ

岡山市
おかやまし

1

3 岡山 旭川
あさひがわ

砂川
すながわ

岡山市
おかやまし

1

4 岡山 高梁川
たかはしがわ

高梁川
たかはしがわ

総社市
そうじゃし

2

5 岡山 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

矢掛町
やかげちょう

3

6 岡山 高梁川
たかはしがわ

末政
すえまさ

川
がわ

倉敷市
くらしきし

3

7 岡山 高梁川
たかはしがわ

高馬
たかま

川
がわ

倉敷市
くらしきし

2

8 岡山 高梁川
たかはしがわ

真
ま

谷
だに

川
がわ

倉敷市
くらしきし

1

9 岡山 高梁川
たかはしがわ

岩倉
いわくら

川
がわ

井原
いばら

市
し

1

10 岡山 高梁川
たかはしがわ

尾坂
おさか

川
がわ

笠岡
かさおか

市
し

1

11 岡山 芦田
あしだ

川
がわ

高
たか

屋
や

川
がわ

井原市
いばらし

1

12 広島 芦田
あしだ

川
がわ

芦田
あしだ

川
がわ

世羅町
せらちょう

1

13 広島 芦田
あしだ

川
がわ

吉野
よしの

川
がわ

福山市
ふくやまし

1

14 広島 本郷
ほんごう

川
がわ

本郷
ほんごう

川
がわ

福山
ふくやま

市
し

1

15 広島 沼田
ぬた

川
がわ

入野
にゅうの

川
がわ

東広島
ひがしひろしま

市
し

1

16 広島 沼田
ぬた

川
がわ

菅
すげ

川
がわ

三原市
みはらし

3

17 広島 沼田
ぬた

川
がわ

天井
てんじょう

川
がわ

三原市
みはらし

1

18 広島 沼田
ぬた

川
がわ

仏通寺
ぶっつうじ

川
がわ

三原市
みはらし

1

19 広島 沼田
ぬた

川
がわ

梨
なし

和
わ

川
がわ

三原市
みはらし

1

20 広島 沼田
ぬた

川
がわ

三次
みつぎ

川
がわ

三原市
みはらし

1

21 広島 賀茂川
かもがわ

賀茂川
かもがわ

竹原
たけはら

市
し

1

22 広島 野呂
のろ

川
がわ

中畑
なかはた

川
がわ

呉市
くれし

3

23 広島 黒瀬
くろせ

川
がわ

笹野
ささの

川
がわ

東広島
ひがしひろしま

市
し

1

24 山口 島田
しまた

川
がわ

島田
しまた

川
がわ

周南市
しゅうなんし

1

25 福岡 筑後
ちくご

川
がわ

大刀洗
たちあらい

川
がわ

大刀洗町
たちあらいまち

1

都道府県管理河川（35箇所）

国管理河川（２箇所）

国土交通省「大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会」資料より引用

9

11

14

21
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15

17 1819
20

5
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イ

23

ア 68 7

22
23

13
1

24

10
4

H30.10.9 15:00時点

○国管理河川では、高梁川水系小田川の２箇所で決壊。
○都道府県管理河川では、豪雨となった広島県で12河川16箇所、岡山県で10
河川16箇所など、35箇所で決壊。

たか はし



平成30年７月豪雨による土砂災害の発生状況

国土交通省提供資料
8

死者2名

7/6 きたきゅうしゅうしもじく

福岡県北九州市門司区がけ崩れ
いわくにししゅうとうちょう

山口県岩国市周東町土石流等

7/7

死者1名

ふくちやましおおえちょう

京都府福知山市大江町天然ダム

7/8

7/6 あきぐんくまのちょうかわすみ

広島県安芸郡熊野町川角土石流等

死者12名

(都道府県報告)
１道２府28県
2,512件

土石流等： 769件
地すべり； 55件
がけ崩れ ：1,688件

【被害状況】
人的被害：死者 119名

負傷者 29名
人家被害：全壊 213戸

半壊 340戸
一部損壊 290戸

土砂災害発生件数
(7月2日以降を集計)

※1 近10年(H20～29)の平均土砂災害
発生件数1,106件／年
※2 近10年(H20～29)の最大土砂災害
発生件数1,514件／年＜H29＞

7/7

土石流等

うわじましよしだちょう

愛媛県宇和島市吉田町

死者4名
死者2名

7/7

がけ崩れ

かごしましふるさとちょう

鹿児島県鹿児島市古里町

みよししやましろちょう

徳島県三好市山城町地すべり

7/7

※被害状況等については精査中

※

凡例
発生件数

100～

1～

0

50～

200～

(

2

 
 

（9月25日時点）



高知県
林地荒廃 133か所
治山施設 6か所

○ 発達した梅雨前線等が西日本を中心に記録的な大雨を降らせ、各地で甚大な被害が発生
○ 治山関係被害（林地荒廃、治山施設）は、2,875箇所 (１道２府31県：2018年12月5日現在)

平成30年７月豪雨による治山関係の被害状況

山陽自動車道

県道34号

山口県
林地荒廃 131か所

広島県
林地荒廃 1,046か所
治山施設 11か所

岡山県
林地荒廃 125か所

愛媛県
林地荒廃 249か所
治山施設 2か所

高知自動車道
（上り）

高知自動車道
（下り）

おおとよちょうたぢかわかみみょう

大豊町立川上名
ひかりし あさえ かけやま

光市浅江懸山

国道56号

うわじまし よしだちょう ほけづ

宇和島市吉田町法花津

ひがしひろしまし くろせちょう

東広島市黒瀬町

ひがしひろしまし たかやちょう

東広島市高屋町
送電線

山陽本線

あさくちし かもがたちょう ほんじょ

浅口市 鴨方町 本庄 送電線

山陽新幹線

9



おと おお よこ

広島県 乙池・大池・横池（重ね池）被災状況

平成30年７月豪雨によるため池に関する被害状況

(都道府県報告)
２府４県

32件
【被害状況】
人的被害：死者 １名

負傷者 ４名
人家被害：全壊 １戸

床下浸水 ８戸

ため池決壊件数

10

広島県
決壊 ２３か所

岡山県
決壊 ４か所

京都府
決壊 ２か所

福岡県
決壊 １か所

愛媛県
決壊 １か所

大阪府
決壊 １か所

しょうぶざこかみ しょうぶさこしも

広島県 勝負迫上池・勝負迫下池

被災家屋

被災状況（上流側）

被災状況 被災状況

写真① 大池 写真② 横池

勝負迫下池

勝負迫上池

横池

大池

乙池

ため池上部のグラウンドの崩壊による土砂流入により、ため池が決壊。
ため池下流において、１名死亡、４名負傷。

決壊による濁流の流入のため下流の小学校が一時孤立。

なかしま

福岡県 中島ため池
堤体決壊

下流の小学校への土砂流入

３連の重ね池のうち、上流側の横池と大池が決
壊。

ただし、下流の乙池は土砂流入のみで決壊には至
らなかった。

（10月9日時点）
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高梁川水系小田川における浸水状況【岡山県】

国土交通省「大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会」資料より引用

○高梁川水系小田川では倉敷市真備町で堤防が決壊し、大規模な浸水により甚大な被害が発生したほか、堤防
の損傷が多数発生した。

たか はし ま び



倉敷市真備町の浸水状況（人的被害）

この地図は、7月7日の映像等の情報から浸水した
範囲の端の地点を確認し、その地点の高さから標
高データを用いて浸水面を推定し、浸水面から水
深を算出し深さごとに色別に表現しています。
実際に浸水のあった範囲でも把握できていない部
分、浸水していない範囲でも浸水範囲として表示
されている部分があります。
破堤、法崩れ、越水の発生地点は「国土交通省
総合災害情報システム（DiMAPS）」の情報をもとに
しています。

4k
00
0

地図の出典：国土地理院ウェブサイトからの段彩図を中国地方整備局で一部加工

倉敷市真備町岡田
死者数：1人

倉敷市真備町有井
死者数：15人

倉敷市真備町辻田
死者数：6人

倉敷市真備町箭田
死者数：11人

倉敷市真備町川辺
死者数：6人

倉敷市真備町下二万
死者数：4人

倉敷市真備町服部
死者数：4人

倉敷市真備町尾崎
死者数：4人

過去の洪水 一 般 被 害 等

S47.7洪水
床上浸水: 31戸 床下浸水:377戸
浸水面積:約300ha

S51.9洪水
床上浸水:116戸 床下浸水:471戸
浸水面積:約 700ha

H30.7洪水

建物浸水被害:約4,600棟（住家・
非住家・床上浸水・床下浸水等の
内訳は確認中）※7月26日現在

浸水面積:約1,200ha

平成30年7月洪水の浸水範囲（内水含む）

町域界

※死者数は「平成30年7月豪雨による被害
について(7月21日9時00分現在)」(岡山県)

より
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○平成30年７月豪雨において市町村別死者数が最大となった倉敷市の死者52人のうち、51人が真備町に在住。
○特に、末政川と高馬川の間に位置し、浸水深が深い有井地区、箭田地区で死者が多く発生。
○年齢別では、70代以上の高齢者が約80％と著しく集中。
○空中写真から判読の流出家屋は７箇所のみであり、真備地区での犠牲者のほとんどが、非流出家屋の屋内で遭難の可能
性。（平成30年7月豪雨による人的被害等についての調査（速報）：静岡大学防災総合センター教授 牛山素行）
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ま び
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まび おかだ
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まび ありい
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まび しもにま
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まび はっとり

あり い や た



平成30年7月豪雨による広島県の土砂災害発生状況
い ぶ り

13

(広島県報告)
1,242件
土石流等 ： 609件
地すべり ： 1件
がけ崩れ ： 632件

【被害状況】
人的被害：死 者 87名
家屋被害：全半壊 411戸

土砂災害発生件数
（7月2日以降を集計）

（10月29日時点）

凡例
発生件数

100～

1～

0

50～

(参考)
H26広島豪雨災害
主な被災地

東広島市91件

三原市145件

竹原市134件呉市182件

広島市211件

(死者20名)

(死者20名)

(死者8名)

(死者5名)

安芸郡坂町48件

(死者15名) (死者4名)

広島県内の市町村別土砂災害発生状況

ひがしひろしましくろせちょうのみお

東広島市黒瀬町乃三尾
土石流等

ひろしましあさきたくくちたみなみ

広島市安佐北区口田南5丁目
土石流等

死者2名
死者2名

ひがしひろしましさいじょうちょううまき

東広島市西条町馬木
がけ崩れ

あきぐんさかちょうこやうら

安芸郡坂町小屋浦
土石流等

死者15名
※小屋浦地区で死者数計

あきぐんくまのちょうかわすみ

安芸郡熊野町川角
土石流等

くれしやすうらちょういちはら

呉市安浦町市原
土石流等

死者12名

死者4名

凡例
● 土石流等：死者有り
▲ がけ崩れ：死者有り

尾道市53件

福山市90件

(死者2名)

※被害状況等については精査中

※
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肱川における浸水状況（東大洲地区等）

※本資料の数値等について、直轄区間の浸水範囲は国土交通省調査、指定区
間の浸水範囲は愛媛県調査、浸水家屋数は大洲市調査、県道冠水は愛媛県調
査、
市道冠水は大洲市調査、避難勧告及び避難状況は大洲市調査によるもの。

⑥春賀地区（暫定堤防）
浸水状況概ねピーク時

⑩東大洲地区（二線堤越流）
浸水状況ピーク約4.5ｈ前

越流市街地

⑫柚木・如法寺地区（堤内側）
浸水状況概ねピーク時

⑪西大洲地区（堤内側）
浸水状況概ねピーク時

②白滝地区（堤内側）
浸水状況

④八多喜地区（堤内側）
浸水状況ピーク約2.5ｈ前

浸水被害の状況（直轄区間）

凡 例

越水・溢水はん濫

内水はん濫

排水ポンプ車 P

大洲第二地点（基準点）水位

H16水位
6.85

今回
8.11

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00
10.00

S3
8

S4
2

S4
6

S5
0

S5
4

S5
8

S6
2

H
3

H
7

H
11

H
15

H
19

H
23

H
27

大洲第二水位観測所年最高水位
昭和38年以降の最高水位を1m以上更新

⑩東大洲地区 浸水状況ピーク約4ｈ前

氾濫危険水位 5.80m

避難判断水位 4.80m

氾濫注意水位 3.80m

市町
村名

箇所
番号

地区名
浸水面積
（ha）

床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

総戸数
（戸）

備　　考

① 長浜地区 約11 小浦、惣瀬、小長浜、大町、加世

② 白滝地区 約13

③ 豊中地区 約24 豊中、柿早

④ 八多喜地区 約66 129 35 164

⑤ 伊州子地区 約26 伊州子、八多浪

⑥ 春賀地区 約83 69 26 95 春賀、山高、大谷

⑦ 多田地区 約19 多田、峠

⑧ 五郎地区 約52

⑨ 新谷地区 約28 85 46 131 小貝、都、中組、上組、新谷町

⑩ 東大洲地区 約462 880 467 1,347 東大洲、二線堤内、徳森、和田

⑪ 西大洲地区 約88 478 98 576 久米、西大洲、玉川

⑫ 柚木・如法寺地区 約15

約887 1,641 672 2,313

大
洲
市

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

調査中

合　　　計

○平成30年7月豪雨により、大洲市全域で浸水家屋数3,114戸（床上2,296戸、床下818戸）の被害が発生（8月30日19時
現在大洲市調べ）。

○直轄区間においては阿蔵地区をはじめ、全ての暫定堤防箇所で越流。東大洲については、二線堤からも越流
し、主要国道56号の冠水や沿道商業施設の浸水など甚大な浸水被害が発生。7月8日午後までに浸水は解消。

○大洲第二水位観測所の水位は、詳細な水位記録が存在する昭和38年以降で最高水位（8.11m）を記録。
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肱川における浸水状況（菅田地区）
○平成30年7月豪雨では、無堤区間及び霞堤箇所からの溢水により浸水面積約327ha、床上浸水約395戸、
床下浸水約66戸の被害が発生（7月7日8時40分頃～15時10分頃まで浸水）。

：H30.7.月豪雨 浸水範囲
※速報のため今後変更の可能性有り

菅田工区

村島工区

池田成見工区

阿部板野工区

菅田地区（8日12時頃）

：施工済み区間

：未施工区間

菅田地区（8日12時頃）

村島工区

菅田工区

位置図

菅田地区

直轄管理区間

すげた

なかお すげた

おおず

ひがしおおず

ちち
おぐら

すその

おいうちかりゅう

おいうちじょうりゅう

ほんごう

むらしま

あべいたの

いけだなるみ

すげ た

すげた

むらしま

いけだなるみ

あべいたの

むらしま

すげた
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肱川における浸水状況（西予市野村地区）
○野村ダム下流の西予市野村町では、昭和49年～平成8年までに県により河川改修事業を実施済。
○平成30年7月豪雨では、計画を上回る洪水により浸水面積約70ha、床上浸水約570戸、床下浸水
約80戸の被害が発生（7月7日6:30頃～10:00頃まで浸水）。

④

③

②

①

②

①

③

④
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